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各校事務職員様
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
江事協定例会に参加の報告
　７月２日（木）に、事務局長常陸が、江別市事務職員協議会定例会に出席したので、その報告をします。
　今回は、第３回定例会でしたが、昨年の二次集会江別のレポートにもあった、学校徴収金調査にかかわる交流を行うということでしたので、参加のお願いをしたもので、石狩の学校間連携会議事務局長という立場で、参加しました。
· 定例会のすすめ方は、石狩市とほぼというか全くというか、同じです。

· この日は、「協議事項」で、研究推進グループから「学校徴収金に係わる調査（結果）分析」が発表されました。
調査の設問は以下の３点でした。
1 昨年度は学校徴収金の中で取り組みやすい「用紙代・学級費」を中心に意見交流をしました。昨年度後半または今年度取り組んだ内容を教えてください。（継続していることでも結構です。また用紙代以外のことでも構いません。）

2 学校徴収金のうち、今年度公費負担（配分予算で購入）することにしたものはありますか？あれば内容とそれぞれの金額をお書きください。

3 他の職員に保護者負担軽減について働きかけた点があれば教えてください。

この、設問に対して、各学校から寄せられた回答に対して、研究推進グループが分析を発表しています。

· つづいて、「学校規模グループ交流討議」で、「中学校」「小学校規模１」「小学校規模２」の３グループに分けて、交流がすすめられました。私は、中学校グループに参加しました。

· 討議の柱は以下のとおりです。
１．①学級費を削減・減額できた学校はどのようなとりくみを行ったのか。
　　②学級費の公費化は可能か。

　　③学級費の削減・公費化に焦点化して研究をすすめることについて。

２．①教材費で公費化できるものはないか。（小・中）

　　②新入学時の教材で公費化できるものはないか（算数セットなど　小）。

· 中学校グループの討議内容は細かく説明しませんが、ほぼ全員が発言をして、有意義な交流となりました。私としては、江別でも「使いやすい現金の存在（100円ショップで購入したがる職員がいる）」や「生徒会費が部活動費に使われるなど、使途が趣旨に添わない資金の流れがある」ことなど、石狩と同じような状況があるのだなとの思いを強くした次第です。
· 以下に、設問に対する各校回答及びグループの分析を掲載します。

※以下は江事協の資料です。学校徴収金に関わる調査（結果）
                                            成２１年６月２３日　研究推進グループ
	設問１．昨年度は学校徴収金の中で取り組みやすい「用紙代・学級費」を中心に意見交流をしました。昨年度後半または今年度取り組んだ内容を教えてください。（継続していることでも結構です。また用紙代以外のことでもかまいません）

	 １

	 年度末反省に公費負担を前提にして学級費（１人　年間１５０円）の削減を投げかけたが、担任より市経理で購入できない物を購入したいという意見が大勢を占め、削減にいたらなかった。

	 ２

	 １月の年度末反省で、学級費について保護者負担軽減という観点から意見を出しました。反対の意見はありませんでした。現状の６００円を大幅に下げるのは難しいということで５００円（１００円下げ）で各学年検討することになりました。　検討の結果、新年度から学級費は５００円となりました。

	 ３

	  用紙代等については、特に取り組みはしなかったが、学年教材費の購入にあたっては品目が同等品であっても価格が違う場合には、安い教材を購入計画に導入してもらうよう働きかけをしている。

	 ４
	  前任者と確認をしていないので不明です。

	 ５

	（１）「金銭事故防止マニュアル」が市教委に通知され（平成２０．１１．１２）、それに伴って学校会計（公費・私費徴収金）の改善を要する事項を確認するために、１２月職員会議で提案した。（①経過　②本校の現状　③改善のポイント）
（２）２１年度５月、改善手順を提示し（教頭）、「口座管理一覧表」をとりまとめている。一連の取り組みで保護者負担軽減の意識化を図っている。

	 ６

	（１）職員会議に納入状況の報告を行う
（２）経理簿、領収書の集約をする。
（３）各担当で父母負担の軽減について検討するようお願いした。

	 ７
	 設問１，２、３とも取り組んでいません（昨年度後半は不明です）

	 ８

	 私費負担軽減により先に校内の用紙印刷代をいかに節約するかの取り組みを行った。理由は、原油価格の高騰で印刷用紙代が膨大に値上がりしたことについて説明し、裏紙印刷の励行と間違い印刷の注意等、節約の意識を喚起しました。　現行の予算配分では、印刷費に半分以上取られ、教材項目の公費負担までいっていません。しかし、コピーしてもよい問題集やドリルを活用し、用紙代はかかるが、個人で購入することは今のところ回避している。

	９

	（１）各教科の実習教材や金額の見直しと経理簿等書類の作成について　
  ①生徒手帳業者変更２２０円→１５０円　
  ②家庭（２年）８００円→６００円     ③美術金額の見直し
（２）学級費金額の見直しについて
   ①１年６００円→５００円   ② ２年６００円→４００円 　 ③３年６００円→１５０円
（３）見直しに伴う教科や学級消耗品の公費負担について

	１０
	　昨年度より用紙代を配分予算でみることにしました。今年度も同様です。

	１１
	 まだ何もしていません。

	１２

	（１）年度末反省会議に提案して、学級費の徴収をやめた。
（２）２年前からアルバムの制作を写真業者に依頼するのを止めて、各行事の時に写真を　　職員がデジカメで撮り、そのデータをパソコンで業者に送って作る。金額は半額でで　　きるようになった。

	１３

	　小学校は学級費を徴収せず、全面公費で支出しているが、中学校では学級活動費として１人１、０００円徴収している。（一昨年までは全面公費）したがって父母負担が増えないように学級共通で使用すると思われる消耗については、公費で用意し、いつでも使えるよう準備している。

	１４

	　１９年度に用紙（更紙）を公費負担にし、画用紙・色画用紙の一部を公費にした後現在そのまま継続しています。

	１５
	　会計担当者会議にはアドバイザーとして参画するようになりました。

	１６
	  事務職員が会計を担当していた児童１人１００円の用紙印刷代を廃止した。

	１７
	  我校では、用紙代をせいとから徴収していませんので、引き続きその方向で取り組み中です。

	１８

	（１）「校内私費会計取扱規程」を作成し、学校運営計画に記載した。（私費の取り扱い　　について管理職と協議、職員会議で改善の概要や経過を説明した）
（２）１先生の「アサガオセット」や２年生の「ミニトマトセット」など比較的金額の高いものを公費で購入している（継続）。学級活動費は現在１人１００円公費で賄っているが、全額には至っていない。炉辺談話で持ちかけてみたところ「１００円ショップ等で安価なものを買いたいので、その分は残してほしい」とのことだった。今年度についてはうまくいかなかったが、次年度、解決策を見つけてもう一度話をしようと考えている。

	１９
	  市経理予算があまりに少なくて、修学旅行等について話し合っても軽減までに至っておりません。

	設問２．学校徴収金のうち、今年度公費負担（配分予算で購入）することにしたものはありますか？あれば内容とそれぞれの金額をお書きください。

	番号
	内　　　　　　　容
	金　　額

	 １

	（１）模造紙代（学級費１００円下げ分の公費負担分として）
（２）１～３年生の道具箱を備品で購入し、棚を作成（来年度から新１年　　生の道具箱の購入はなし）
	 ３万円程度の見込み ＠１５０円程度

	 ２
	 デジタルキッチンスケール、まな板各８個ずつ
	 ７，８４０円

	 ３
	 なし（今年度の校内配分で各教科の予算を増額した）
	

	 ４

	（１）１年音楽実習費
（２）美術用紙代
	 ＠３００円
（＠２００円）

	 ５
	 学級費
	

	 ６
	 選択数学ファイル代
	 ３万円

	 ７

	

	
	
	         小　　学　　校
	            中　　学　　校
	

	
	
	 教科等
	    品　　目
	  金　　額
	 教科等
	  品　　目
	　 金　額
	

	
	
	 国語
	 半紙
	　１，９３０
	　国語
	半紙・書き初め用紙
	 　　３，０８０
	

	
	
	 図工
	 画用紙四つ切
	  １，２００
	 美術
	 ケント紙、画用紙
	    ２，９４０
	

	
	
	学級
	８色マジック
	 　２，６４０
	学級
	  ８色マジック
	   　２，６４０
	

	
	
	 総合
	スケッチブック
	      ７８０
	
	
	
	

	
	
	
	 小学校合計
	  ６，５５０
	
	  中学校合計
	   　８，６６０
	

	
	
	小中共通
	色画用紙各色
	 １６，８００
	
	

	
	
	小中共通
	方眼模造紙
	  ５，０００
	 支出合計　　３７，０１０（１人あたり１０００円程度）
	

	
	

	 ８
	 用紙印刷代
	 児童１人 １００円×７０７人


	設問．３　他の職員に保護者負担軽減について働きかけた点があれば教えてください。

	 １ 
	 新入生の氏名ゴム印の発注を教務に働きかけ、安価な業者に切り替えさせた。

	 ２ 

	　家庭科と技術科の教材費が諸費の中で占める割合が高いので、担当教諭に保護者負担軽減のため、諸費からではなく、市経理で購入できるものはないか話し合いをしました。
　技術科においては業者に少し安くしてもらうなど担当教諭が働きかけております。

	 ３

	　保護者会に対してPTA会費の減額を提案して承認され、実施した（PTA会員数の増加により、PTA会計に余剰が生じてきたので、会費の削減を提案して承認された。）

	 ４

	（１）父母負担の軽減については、職員会議でお願いしている。今年度は家庭科実習費・生徒手帳が経費減になりました。
（２）職員会議の中で用紙代を父母負担にさせるのはおかしい、と職員から声が上がった。
（３）新１年生の氏名ゴム印は必要か、職員室の話題にしている。小学校で使用してきたものを継続使用でよいとの案で行く予定。

	 ５

	（１）「金銭事故防止マニュアル」が市教委に通知され（平成２０．１１．１２）、それ　　に伴って学校会計（公費・私費徴収金）の改善を要する事項を確認するために、１２　　月職員会議で提案した。（①経過　②本校の現状　③改善のポイント）
（２）２１年度５月、改善手順を提示し（教頭）、「口座管理一覧表」をとりまとめてい　　る。一連の取り組みで保護者負担軽減の意識化を図っている。

	 ６

	（１）「徴収金は必要最低限度で徴収していく。より内容を検討してもらいたい」
（２）「経理簿等の書類は会計事務取扱規程に基づき、適正に執行する 」
（３）消耗品の購入は事務に相談する（公費負担を検討する）

	 ７

	 　学年費が年度末に余るとか足りないとかいうのは、計画的に使ってないからじゃないのか、いらないなら次年度減らしたら？と個人的に話したことはあります。（高圧的にではなく・・・）

	 ８

	　次年度の教材費（主に実習費）の金額を考えるときに、個別に担当教諭に話し学校にある在庫品等もチェックしながら今一度金額について検討してもらう。

	 ９

	 　おおむね学期ごとに行われる評価検討委員会の中で話をしました。小学校は理解してくれたが、中学校は状況を十分理解するとしたものの、使い易い「現金」を主張し続けた。今後は父母負担が増えないよう、更に働きかけたい。
　＊中学校教員の方が保護者から現金徴収することを非常に安易に考えているような、傾向を感じる。

	１０

	　本校の場合、教材費に上限が決まっているので、教材費の一部を公費で負担してもらえないかと要請がありました。しかしながら公費の予算が年間を通して足りないことや、特定の学年だけを援助することはできないので断りました。保護者の負担軽減を実現するためには、公費予算の増額が必要だと思います。

	１１

	 学年会計担当者会議に参加して、教材選定時に金額についても併せて検討してもらうよう話をしている。結果として若干ではあるが、金額を下げてくれた学年が出た。但しテストや教材の値上がりがあったので、難しい部分もあった。

	１２

	 常日頃、保護者負担軽減について会話しておりますが、教材費の軽減につながっているか否かは不明です。


